
介護保険制度の被保険者・受給者  

の範囲に関する有識者調査  

Ⅲ．調査票  
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介護保順制度〟）被保険者・受給者  

の範囲に関する有識者調査  

介護保険制J要 再岩哉者調査  

質問一覧  

①現行の介護保険制度  

問1  介護保険制度の評価について   

②介護保険制度の今後の在り方について  

問2  介護保険制度の給付と負担の関係について   

③介護保険制度改革（平成17年6月公布）の概要   

問3  介護保険制度について、一層の取組が必要なものについて   

④介護保険制度を普遍的な制度へと見直すことについて   

問4  被保険者・受給者の範囲の拡大について   

問5  拡大すべきとする意見について   

問6  範囲見直しは慎重にあるべきとする意見について   

問7  拡大すべきでないとする意見について  

⑤被保険者・受給者の対象年齢を引き下げるとした場合に制度設計上検討すべき事項に  

ついて   

問8  被保険者・受給者の範囲は一致すべき力、について   

問9  範囲を拡大した場合、対象となる年齢について  

⑥保険料の負担者の範囲について   

問10 範囲を拡大した場合、介護保険料の負担者の年齢について   

⑦40歳未満の者の保険料負担の水準について  

問11 40歳末満の者の保険料負担の水準について   

⑧年齢や障害種別にかかわらないサービス提供の取組みについて   

問12 年齢や障害種別にかかわらないサービス提供の取組みについて   

⑨介護保険制度全般について  

問13 将来の介護保険制度について  
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①現行の介護保険制度  
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介護保険㈲度の披保快音・受給者  

の範囲iこ関する有識者調査  
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介護保険制牒宮嘲冊険者・受給者  
の範囲に関する有識者調査  

度における被保険者・受給者の範囲（まとめ）  

範  囲   サービス受給要件   

‘1号被保険者   65歳以上の菖   要介護（要支援）状態   

40歳から64歳までの  要介護（要支援）状態であって、  
2号被保険者  

医療保険加入者   老化に伴う疾病に起因するもの   

l  

：※「老化に伴う疾病」＝16の疾病  
l  

上がん末期／筋萎縮性側索硬化症／後縦靭帯骨化症骨折を伴う骨粗転症／シャイ・ドレ一刀ー症候群  

：／初老期における痴呆／苔髄小脳変性症／吉柱管狭窄症／早老症／糖尿病性神経障害／糖尿病性胃  
l  

こ 症及び糖尿病性網膜症／脳血管疾患／パーキンリン病／閉塞性動脈硬化症／慢性関節リウマチ／慢  

ト性閉塞性肺疾患／両側の膝関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症 l  
l  

（制度創設時の範囲設定の考え方）  

○被保険者  

「
l
可
】
ノ
 
 

保
 
 

介護保険制度は、老化に伴う介護ニーズに応えることを目的とすること。  

老化に伴う介護ニーズは高齢期のみならず中高年期にも生じ得ること。  

40歳以降になると一般に老親の介護が必要となり、  蓬
又
 
 
 

ら
 
 

か
 
 

場
 
 

立
 
 

の
 
 

族
 
 

家
 
 による社会的支援という利益を受ける可能性が高まること。  

○受給者  

号被保険者については、高齢者であることから、その原因を問わず、要介護  

援）を一般的に対象とする。  

号被保険者については、老化に伴う介護という観点から具体的な対象範囲を  

、二」＝＿′  
こうした結果、年齢や介護原因によるサービス給付の制限が生じること仁なりました。  
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≪介護保険制度を取り巻く状況≫  

65歳以上被保険者数について  

0 65歳以上の被保険者数は、5年10ケ月で約414万人（19％）増加。  

2000年4月末   2003年4月末   2006年2月末   

被保険者数   2，165万人   2，398万人   2，579万人   

要介護（支援）吉敷について  

○ 介護認定を受けた者は、5年10ケ月で約212万人（97％）増加。  

認定者数   218万人   

介護サービス利用者数について  

0 5年8ケ月で、居宅は173％、施設は54％、全体で132％の増加。  

2000年4月  2001年4月  2002年4月  2005年12月   
142万人   172万人   265万人   

65万人   69万人   80万人   

計   149万人   207万人   241万人   345万人   

※ 介護保険事業状況報告（平成18年2月分）による  
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介護保険制度の被保険者t受給者  

の範囲に関する有識者調査   

問1あなたは介護保険制度が国民生活の安定等に果たした役割を評価しています  

か。  

次の中からあなたの評価に最も近いものを1つ選び、番号に○をつけて＜だ  

さい。また評価している理由又は評価していない理由を可能であれば、回答  

欄にご記入ください。「5．その他」と回答された万は、回答欄に具体的な  

お考えをご記入ください。  

1 大いに評価している  

2 多少は評価している  

3 あまり評価していない  

4 全く評価していない  

5 その他（具体的に）  

（回答欄）  
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②介護保険制度の今後の在り方について  

■（資料1）P．6～7  

高齢者人口の推移  

高齢者人口（干  

口明王台以前生まれ  

田大正生まれ  

口昭和ひとケタ生まれ  

⊂】昭和10年′～終戦生まれ  

臼終戦′～1950年生まれ  

口1951年以降生まれ  

推計値  実績値  

2005年  

昭和ひとケタ～終戦生まれが  

高齢者の中心  
2015年  

第1次ベビーブーム   

世代が高齢者に  

195019551960196519701975198019851990199520002005201020152020202520302035 204020452050   

資料：2000年までは総務省統計局「匡l勢調査」   

2005年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成14年1月推計）」  

介護保険財政の状況  

○ 制度の定着とともに介護保険の総費用は急速に増大。  

0 1号保険料も第2期（H15～17）から第3期（H18～20）で24％増加。  

（2000年実績）（2001年実績）（2002年実績）（2003年実績）（2004年実績）（2005年予算）（2006年予算）   

0 1号保険料［全国平均（月額・加重平均）］  

第1期（H12－14年度）   第2期（H15－17年度）   第3期（H18－20年度）  

□陶  
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介謂保険制度〃J披保険者・受給者  

の範囲に関する有識者調な  

要介護度別・認定者数の推移  

○ 要介護認定を受けた人は5年10ケ月で約212万人増加（97％増）  

○ 特に、要支援・要介護1の認定を受けた者が大幅に増加（153％増）  

2000年4月末からの増加率  
（要介護度別認定者数の推移）  

（単位：千人）  
＼メ、ノ■Hス′ス′J一一川】㌧′、‾H■〝、▼－一－■′′  

計  97％   

5  60％   

4  52％   

3  72％   

2  62％   

1‥、  斗阜7％   

・′146％  
2000年4月末 2001年4月末 2002年4月末 2003年4月末 2004年4月末 2006年2月末  

（出典：介護保険事  

業状況報告〔2006  

年2月分〕）  

要支援 □要介護1【∃要介護2 □要介護3 虹］要介護4 国要介護5  
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問2  高歯釧ヒが進み、要介護（支援）者数が増加して、介護サービスを利用す  

る人が増加する一方、介護保険料も上昇しています。今後、介護保険制度  

の給付と負担についてどう考えますか。  

（1）～（3）のそれぞれごとに、1～5の中からあなたのお考えに近  

いものを選び、番号に○をつけてください。他に御意見のある方は、回答欄  

に具体的なお考えをご記入ください。  

（1） 介護保険料が高くなっても良いから、給付の充実を優先すべきである。  

1 大いに賛成  2 どららかといえば賛成  3 どちらともいえない  
4 どららかといえば反対  5 全く反対  

（2） 介護保険料がある程度上がるのはやむを得ないが、あわせて、無駄や不  

効率がないよう給付の適正化を進めるべきである。  

1 大いに賛成  2 どちらかといえば賛成  3 どららともいえない  

4 どちらかといえば反対  5 全く反対  

（3） 介護保険料がこれ以上高くならないよう、給付を削減すべきである。  

1 大いに賛成  2 どららかといえば賛成  3 どららともいえない  

4 どちらかといえば反対  5 全く反対  

（4） その他（具体的に）  

（回答欄）   



介護保険制度の被保険者・受給者  

の範降】に関する有識者調査  

③介護保険制度改革（平成17年6月公布）の概要  

≪見直しの背景≫ ■（資料1）P．7，8  

0 要介護認定を受けた方、特に要支援・要介護1の万の増加。   

○ 要介護度別・要介護状態の原因の割合。   

○ 認知症高齢者の増加。   

○ 高齢者世帯の増加。  

≪見直しの概要≫ ■（資料1）P．9～13  

○ 制度改革の全体像  

・明るく活力ある超高齢社会の構築・制度の持続可能性・社会保障の総合化  

認知症高齢者や  

一人薫らし高齢  

者の増加  

サービス体系の  

見直しと地域包  

括ケア  

中重度者の支援  

強化、医療と介  

護の連携  

在宅と施設の  

利用者負担の  

公平性   

介護保険と年  

金の調整  

軽度音の大幅  

な増加   

軽度者の状態像  

を踏まえた介護  

予防の重視  

負担の在  

り串「制  

度運営の  

見直し  

施設給付   新たなサ  サービス  

の質の確  

保・向上  

量防重視型  

皇星≡麦ムヘ  

の転換  

適脚許  

ービス体  

系の確立  

の見直し  

0第1号保険料の   

見直し  

○要介護認定の見   

直しと保険者機   

能の強化  

0費用負担割合等   

の見直し  

0地域密着型サー   

ビスの創設  

○居住系サービス   

の充実  

○地域包括ケア体   

制の整備  

○中重度壱の支援   

強化、医療と介   
護の連携・機能   

分担  

0介護サービス情   

報の公表  

○サービスの専門   

性と生活環境の   

向上  

○事業者規制の見   

直し  

0ケアマネジメン  

トの見直し  

○居住費用・食費  

の見直し   

○低所得者に対す   

る配慮  

0新予防給付の   

創設   

○地域支援事業の   
創設  

介護保険法等の一部を改正する法律  

※施行：18年4月（ただし、施設給付の見直しについては平成17年10月施行）  
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問3  等後の介護保険制度の給付について、一層の甘又組みが必要と思われるも  

のは何ですか。  

1～5の中から一層の取組みが必要と思われるものを選び、番号に○を  

つけてください（複数回筈可）。他に御意見のある方は、回答欄に具体的  

なお考えをご記入ください。  

1 高齢者が要介護状態にならない、又は重度化しないようにするための   

「介護予防」を重視したシステムの確立。  

2 認知症高齢者や一人暮らし高齢者が、住み慣れた地域での生活を継続   

できるよう、地域の特性に対応できる「地土或密着型サービス」、「居住   

系サービス」及び「認知症ケア」の充実。  

3 中重度者の在宅生活継続の支援強化や医療と介護の連携・機能分担。  

4 介護サービス情報の公表、介護サービスの専門性の向上、施設等にお   

ける生活環境の向上などの「介護サービスの質」の確保・向上。  

5 高齢化に伴い増加する介護保険給付の重点化・効率化。  

その他（具体的に）  

（回答欄）  
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